






問７．今後ご自分の職場でＮＰＯと協働するならば、どのようなことが考えられますか。

1 あすなろ学園にいる発達障害児の療育の場として、午前中にさせて頂いた海岸清掃などの
ＮＰＯ活動に参加していくことが考えられます。

2 難病相談は行政がやっていても不思議ではないので、病院に難病相談窓口を作るなら、
そのノウハウを伝えて欲しいと思う。

3 職場環境の改善について（点字ブロック、スロープ、音声案内、多機能トイレ)実際にＮＰＯの
方と意見交換しながら、県施設の改善を行う。

4 総務なのでわかりませんが、高い意識は持ちたいと思います。
5 個人情報の為に活動するＮＰＯ団体と県のニーズに対して、どのようなサービス、施策が

必要なのか、話し合い、立案するといった事。
6 相談ネットワーク
7 地元で既にＮＰＯとはいえないが活動をしているので、地元の意見をくみとっていきたい。
8 ＩＳＯ14001をはじめ、環境問題について行政側からと民間（ＮＰＯ)側からと2方向のアプローチ

によって今以上に環境問題に取り組むことができると思う。
9 所属の室は主体事業を持つわけではないので、協働が想像できない。だた、教育・子育て

に関してはニーズの大きさから何らかの協働はありうると思う。
10 ＮＰＯ法人の現場を知るために、もう少し対話を多くとる。行政にしかできないこと、ＮＰＯ法人

にしかできないことをうまく利用し協働する。
12 現在の職場で直接協働を行うということは難しいと思う。
13 資金面の問題解決。ＮＰＯの主体性の尊重行政の下請けにしない）を大切に考えたい。
15 対等な立場で一つの目標に向かって話し合いを重ねていきたい。機会は確実に増えて

いると思います。
16 ＮＰＯとの関わりがある職場であるかどうかわからないので、実際に活動しているＮＰＯを

調べたり、どういうニーズがあるのか知ることから始めなければならないと思います。
17 保健・福祉の分野で地域とのネットワーク作りで協働していけるのではないかと思う。
18 現在の職場でＮＰＯとどのように協働していくのか具体的な政策は思いつかないし、

現在行っている仕事で協働というのは難しいかもしれないが、いつか協働を行うことが
あるかもしれないので学んでいきたい。

19 今の職場が経理担当室ですので、ＮＰＯとの協働は考えにくいです。

問８．今回の研修の参加したものの、まだＮＰＯについて不明な点は何ですか。

1 資金面などからの将来的な不安と具体的な行政への要望
2 ＮＰＯがボランティアという善意でできるいることと、それでも報酬を必要とする現実の

ギャップ。特にアイリスの方。
3 中間支援団体の役割について。
4 団体をＮＰＯ法人化するメリットというのは、具体的にどのようなものなのか。
5 補助などの財源を元に活動しているが、財源には限りがある為、不足した時、

さらにそれが必要な時の活動はどうするのか。
6 ボランティアとＮＰＯの根本的な違い。ボランティアでなくＮＰＯなのは何故か。

ＮＰＯにするメリットは？
7 様々なＮＰＯが全国、県内各地にあると思うが、今回紹介していただいた2団体はうまく

運営できている方だと思うが、できなかったＮＰＯについても教えて頂きたい。他の
仕事をしながらＮＰＯ活動にも関わっていく人材のモチベーション。

8 ＮＰＯの全体的な状況がわかり難かった。
9 法人格を取得することのメリット、デメリット。

10 ＮＰＯは様々な立場のものや、目的、政策などを持っていると思うので、今回の2つの
ＮＰＯ団体以外のＮＰＯ団体についてはどのような団体があったのだろうか。

11 ＮＰＯといっても、その団体の目的や設立形態など本当に多種多様だと思います。今回
お世話になった2団体以外で一体どのような団体があるのか調べてみたいと思います。



問９．今回の研修で、よかったと思う点、改善を期待したい点などを含めて

ご自由に意見をください。

1 実際に活動に参加することができたことで、ＮＰＯの方々の思いを少しは実感することが
できて良かったです。

2 ＮＰＯと一口にいっても本当に様々な活動内容があると改めて思いました。実際に現場を
尋ねられて良かったが、今後は清掃のような団体が実際に行っている活動を体験する
時間が増えればと思う。

3 ＮＰＯについて、その活動や活動されている方々の思いというものが聞くことができ、ＮＰＯの
現状がまだ一部だと思いますが、理解できた事。行政との関わり方、ＮＰＯからの要望が
理解できた事。事前にＮＰＯの詳しい活動内容等をもう少しわかると良かった。

4 地域ではなく、活動内容で参加場所を選べられると良かったと思います。いろんな方の
生の声を聞く機会があり、大変勉強になりました。

5 「新しい時代の公」について理解が深められた。ひとりの行政職員としてどうあるべきかという
という事を学べてとても良かった。行政の中だけではなく、外の団体の方に触れると刺激的だっ
た。事前にこういう勉強をする事がわかっていれば下準備を自分でできたかもと思う。

6 新規採用職員との研修は無理があると思います。
7 現場の考えがわかってはじめて政策ができると思う。本や話しではなく、現場で働かれている

方の声が聞けてよかった。
8 実際のＮＰＯ団体の方と話しをする機会があったので、ＮＰＯの現状を少し知ることができた点。
9 体験ＮＰＯ研修というものの、中身は講演と意見交換になっている。実際に活動しているところ

を見学するわけでも、体験するわけでもないのでは。具体的にＮＰＯの活動を見ずして、県職員
に意見を要求されても実のある議論にはならないのでは。

10 ＮＰＯ法人も様々ある中で、行政がどれと協働していくのか見極めていくのが難しい。また受託
となるとその分責任を負わすことになるがそこまでの線引きが行政には難しい。

11 設立趣旨や進む方向性は各ＮＰＯ様々な考えがあるのを強く感じました。その中で、いかに
より良い協働ができていくのか今後さらに考えていきたいと思います。班別の型にして7，8人
で行った方がもっと議論ができると思いました。

12 理論学習と体験研修の間を短くした方がより理論学習を生かせると思う。
13 今日は大変有意義な研修をありがとうございました。
14 実際に体験談を聞けたのが良かった。特に午後の研修だが若干専門的な話しがあり、

新規採用職員としては理解が難しい部分があった。
15 ＮＰＯの活動に参加させてもらいながら生の声を聞かせて頂き強く心に残りました。ＮＰＯの

方と関わるにあたり行政に対しどう感じているのか大変伝わってきました。その思いを知った
上でＮＰＯと協働していくのかそうでないのかは随分違うように思います。

16 自分が勉強不足だったこともあり、質問の時間に本当に知りたいことが聞き辛かった。
実際に活動されている方々と、ほとんど初めて話しを聞くことができて貴重な体験になりました。

17 多分他の研修では、対話という形だけだったように思うが、今回津の研修では実際に清掃
するということを実体験できてよかった。

18 普段の業務では決して関わることのできないＮＰＯの団体の方々の話しや意見を聞くことが
できてとても勉強になりました。


